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｟
三
｠
中
島
家
｟
東
近
江
市
和
南
町
｠ 

中
島
家
保
管
資
料
は
、
中
島
氏
宅
の
土
蔵
を
解
体
す
る
計
画
が
あ
り
、
同
家
で
保

管
し
て
い
る
漆
器
資
料
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
資
料
で
す
。 

民
具
調
査
は
現
場
に
出
向
き
所
有
者
に
聞
き
書
き
を
し
な
が
ら
台
帳
を
作
る
こ

と
が
基
本
的
な
作
業
で
す
。
中
島
家
資
料
に
関
し
て
は
従
来
の
調
査
に
近
い
形
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

使
用
年
代
や
使
用
さ
れ
た
際
の
状
況
は
具
体
化
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
箱
に
漆
器

購
入
時
の
年
代
が
記
さ
れ
て
お
り
、
漆
器
類
の
一
部
は
新
聞
紙
で
包
装
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
中
島
氏
が
家
の
歴
史
に
興
味
を
抱
い
て
い
る
こ
と
な
ど
、
具
体
化
で
き
る
情

報
が
あ
り
ま
す
。 

旧
湖
東
歴
史
民
俗
資
料
館
資
料
に
み
る
漆
器
購
入
年
代
は
近
世
後
期
の
も
の
が

あ
る
の
に
対
し
て
、
中
島
家
の
漆
器
類
は
明
治
以
降
の
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

前
者
は
平
野
部
の
稲
作
地
帯
で
あ
り
、
後
者
の
和
南
は
鈴
鹿
山
地
の
す
そ
野
の
近
く

に
立
地
し
て
い
ま
す
。
地
域
や
生
業
が
異
な
る
こ
と
で
漆
器
を
揃
え
る
年
代
が
異
な

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

か
つ
て
結
婚
式
や
葬
式
は
各
家
で
行
な
い
、
ま
た
家
や
蔵
の
新
築
、
屋
根
の
葺
替

え
、
祭
り
の
接
待
な
ど
、
人
が
集
ま
る
機
会
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
西
日
本
に
お
い
て

は
田
の
字
型
間
取
り
が
普
及
し
て
い
て
、
間
仕
切
り
を
は
ず
す
と
大
き
な
広
間
に
早

変
わ
り
し
客
を
も
て
な
す
場
に
な
り
ま
し
た
。 

各
家
で
は
祝
儀
・
不
祝
儀
用
の
漆
器
類
を
揃
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
接
客
が

で
き
る
場
を
準
備
す
る
こ
と
、
漆
塗
り
の
膳
椀
類
を
数
十
人
分
揃
え
て
お
く
こ
と
が
、

共
同
体
の
中
で
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
し
た
。
中
島
家
の
資
料
の
中
に
そ
の
面
影

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

 
 

     
暮らす 品      目 合計 

祝う・弔う・信ずる  

木箱 1(飯椀 20、吸物椀 20、蓋 40、壺椀 3、蓋 A 平椀 7、

B 壺椀 6)        
  

木箱 1(平椀 20、壺椀 18、壺椀蓋 7、平椀蓋 20)                    

木箱 1(猫足膳 1、飯椀 1、吸物椀 1、壺椀 1、平椀 1、湯桶 1)               

木箱 1(高足膳 1、飯椀 1、吸物椀 1、壺椀 1、平椀 1、飯櫃

1、膳 1(飯櫃用)       
  

木箱 1(猫足膳 1、飯椀 1、吸物椀 1、壺椀 1、平椀 1、飯櫃

1、飯杓子 1、盆 1、膳 2(飯櫃用） 
  

木箱 1(猫足膳 1、飯椀 1、吸物椀 1、壺椀 1、平椀 1)、木箱

1(盃 5)          
134 

食を楽しむ・もてなす 

木箱 1(飯椀 10、盃 5、蓋又は皿 10)   

竹籠 1(飯椀 1、吸物椀 20、蓋又は皿 10、蒔絵皿 1、天目台

1、曲板状台 6、盃 3)    
43 

 総合計 177 

 

中島家（東近江市和南町）収蔵資料一覧表 
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N003 平椀 N003 飯椀 

 

 

N003 壺椀 

 

N003 吸物椀 
 
N003 木箱 

 
祝
う
・
弔
う
・
信
ず
る 

木
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
た
漆
器
一
式 
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N005 飯櫃 N003 湯桶 

  

N005 飯櫃用膳 N005 宗和膳 

「祝
う
・弔
う
・信
ず
る
」 

Ｎ
〇
〇
三
の
膳
椀
は
内
外
全
て
が
黒
漆
塗
り
で
す
。
『
和
漢
三
才
図
絵
』
に
は
「
漆

の
色
が
正
黒
で
あ
る
も
の
を
真
と
い
い
」
と
あ
り
、
真
は
本
物
と
い
う
意
味
で
あ
る

こ
と
か
ら
正
式
な
席
で
使
用
さ
れ
る
膳
椀
で
す
。
膳
は
宗
和
膳
の
系
統
と
み
ら
れ
ま

す
。
ま
た
黒
色
の
漆
器
は
仏
事
に
使
う
機
会
が
多
い
漆
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
祝
う
・

弔
う
・信
ず
る
」の
項
に
入
れ
ま
し
た
。 

本
膳
と
食
の
セ
ッ
ト 

木
箱
の
中
に
は
本
膳
｟飯
椀
、
吸
物
椀
、
平
椀
、
壺
椀
、
膳
｠
が
五
組
、
湯
桶
二
個
が

一
組
、
そ
し
て
本
膳
五
組
と
飯
櫃
一
と
飯
櫃
を
載
せ
る
膳
が
一
組
｟
Ｎ
〇
〇
五
｠
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
が
木
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

同
系
の
木
箱
は
も
う
二
箱
あ
り
、
全
て
を
合
わ
せ
る
と
本
膳
が
二
〇
組
、
飯
櫃
と

飯
櫃
用
の
膳
が
二
組
、
湯
桶
が
各
二
組
、
盆
が
三
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
箱
に

は
「
明
治
参
拾
弐
年
新
調
」「
黒
漆
椀
弐
拾
人
前
之
内
」「
中
島
□
□
□
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
各
家
庭
で
揃
え
る
漆
器
類
は
二
〇
人
前
が
標
準
で
し
た
。 

  

N003 木箱に収納された漆器 




